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「目的J
スポーツ実技授業において個人の運動スキルを把
握することは、個人の評価の問題のみならず、授業
を展開して行く上でも重要である。したがって、客
観的な簡易スキルテストの開発が望まれところであ
る。
著者はこれまでに大学バドミントン授業におけるサ
ービスを利用した簡易スキルテストを試案するため
の検討として、バドミントン授業を受講した学生を
対象に調査を行い、バドミントン部経験者が未経験
者よりサービスカが高いこと、バドミントン部未経
験者であっても運動部経験者の方が未経験者よりサ
ービスカが高いこと、バドミントン部経験者であっ
てもその経験年数の多いほどサービスカが高い傾向
にあることを明らかにしてきたり。また、一般学生
のバドミントン授業における試合成績はショートサ
ーピスよりロングサービスの成功数に反映しやすい
ことなどを明らかにしてきた2,3) 。
ところで、これまではサーピスの本数を 10本に規
定して検討を行ってきた口）。しかし、サーピス本
数をより増やすことによって、試合成績や授業効果
をより明確に評価できる可能性があると考えられた
3) 。
そこで本研究はより試合成績の反映度の高いサー
ピステストの資料を得るために、サーピス本数を20
本に増やして、パドミントン授業での試合成績とサ
ービスカとの関係をサーピス本数の面から検討する
ことにした。
「方法」
1 、調査対象
対象は某大学 1 年生の前期課程で開講された週 1
回のバトミントン授業 (1 回 135分）を選択受講し
た36名（バドミントンのコートが 6 面あり、 1 コー
ト 6 名を前提として設定された定員）である。その
中で、データとして採用したのは、サーピステスト
および試合成績を決定するためのシングルスゲーム
のリーグ戦（以下、 SR戦）を全出席した31名であっ
た。本対象者の中には中学校および高校でバドミン
トン部を経験しているものはいなかった。
2 、サーピステストの方法（図 1)
本研究で実施したサーピステストは前報1-3) と同
様で、ダプルスコートの半面を使っての、ショート
サービス（以下、 S サービス）とロングサービス（以
下、 L サーピス）の 2 種類である。
本研究では最終授業で S サービスおよびL サーピ
スを各20本連続で打たせた。その際の 5 、 10 、 15 、
20本を打った時点での S サービスの成功数、 L サー
ピスの成功数および S サーピスと L サーピスの両者
を加えた合計成功数（以下、 SL合計）について、バ
ドミントン授業での試合成績との関係を検討した。
4 、試合成績の評価
先行研究2, 3)で L サービスに試合成績の反映度の
高いことが明らかになっているので、 1 回目の授業
に L サーピスを 10本打たせて、その成功数の多い順
に 1 コートから 6 コートにグループ分けを行った。
そして、その後の 3 回目から 7 回目と最終の 9 回目
の授業で計 6 回の半面コートのSR戦を実施した（表
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1 参照）。
半面コートのSR戦はダプルスコートを 2 分割した
コートで（図 1 参照）、ダプルスコート 1 面で 2 試
合を平行して行わせた。半面コートのSR戦での各試
合は 1 ゲーム 5 または 7 点先取り勝とし、各SR戦毎
に順位をつけさせた。各SR戦の順位は勝ち数の同じ
場合には得失点差、相手との勝負の優先順位で決定
した。そして、 3 回目から 5 回目の授業で行われた
SR戦では上下位 2 名づつを、 6 回目以降が上下位 1
席および見学者はコートの昇降格を行わず残留とし
た（欠席者と見学者は調査の対象から省いた）。し
たがって、授業が進むにつれ 1 コートに強い者が、
そして順に弱くなり、 6 コートに最も弱い者が集ま
るようになる。
名づつを 1 コート昇降格させた。ただし、授業の欠
表 1 本研究での授業内容
月 日 週 回 内容
4 14 1 - ガイダンス・種目選択
21 2 1 軽く打ち合う、サービス練習
＊サービステスト (Tl)LIO本
（サ叱、スカ順に 1~6]ートに分類）
28 3 2 スト [I-ク練習：ヘア叱゜ン， 1＼イクリヤー
5 5 4 祭日（こどもの日）
12 5 - 体カテスト
19 6 - 体カテスト
26 7 3 スト nーク練習：先週の復習、ドライ7ゞ
半面］ートによるシンク汀しスケ‘‘ームのリーク‘｀戦
（各J- 卜上位2名づつ入れ替え）
6 2 8 臨時休校（学校祭関係による）
9 9 4 スト［ーク練習：先週の復習、ド nッ7°
半面Jートによるシンク‘、ルスケゞームのリーゲ戦
（各J- 卜上位2名づつ入れ替え）
16 10 5 スト D-ク練習：先週の復習、スマッシュ
半面］ートによるシンクゞルスゲームのリーク｀‘戦
（各］ート上位2名づつ入れ替え）
23 1 6 スト 11ーク練習と全面］ートのシンク‘`）しスゲーム
半面］ートによるシンク‘‘)レスゲームのリーク‘‘戦
（各 J-卜上位 1名づつ入れ替え）
30 12 7 スト nーク練習とダ‘7さルスゲームの説明
半面］ートによるシンク‘‘}レスケ‘‘ームのリーク｀‘戦
（各 Jート上位 1名づつ入れ替え）
7 7 13 8 スト [l-ク練習と夕‘‘T)以ケ‘‘ームのリーグ戦
14 14 9 半面］ートによるシンク‘‘)しスケ‘｀ームのリーゲ戦
（各 J-卜上位 1 名づつ入れ替えて試合
成績を決定）
＊サーピステスト (T2)
個々人の試合成績は最終授業のSR戦でコートを昇
降格した後のコート番号で評価した。
5 、統計的処理
結果の数値は平均値と標準偏差で示した。 6 コー
ト間の平均値の差の検定は一元配置分散分析を行
い、危険率 5 ％未満を有意とした。また、相関係数
は危険率 5 ％未満を有意とした。
「結果」
1 、コート別にみた成功数
表 2 はコート番号別にサービスの成功数を示して
I←サーピステスト→ 1←シングルスゲーム→1
ロングサービスを
入れるエリア
ネット
半面コートによる
シングルスゲームの
サーピス・コート
ショートサービスライン
ロングサーピスライ
バックバウンダリーライン
図 1 サーピステストのコートおよび
半面のシングルスゲームのコート
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いる。 では 5 ~20本の全てに有意(p<0.05~0.001) な負の
S サーピスと L サービスを各 20本連続で打たせ 柑関関係が認められ、 SL合計では 15本で最も大きな
て、サーピス本数 5 、 10 、 15および20本の時点での
S サーピスの成功数、 L サーピスの成功数およびSL
合計についてみると、コート番号が 1 から 6 になる
につれ、それぞれのサー
表 2-a コート別にみたショートサービスの成功数（平均士標準偏差）
ビスの成功数が小さくな サーピス本数
10本 15本 20本
5.6土 1.5 8.2士0.8 10.2士 1.9
6.3土 2.8 9.8士4.4 13.0士4.2
4.7士 1.9 7.2士 1.9 9.5士 1.8
4.3士 1.6 7.0士 2.4
3.3士 1.5 6.0士 1.4
4.0士2.0 6.3土2.1
柑関係数が認められたが、 L サービスではサーピス
本数が多いほど大きくなった。
S サービスと L サービスの相関係数を比較すると
る傾向があった。 6 コー
ト間の分散分析を行った
ところ、 S サーピスはサ
ービス本数 5 ~20本の全
てに有意差が認められな
かった。それに対し L サ
ーピスではサーピス本数
5 ~20本の全てに有意差
(p<0.05~0.01) が認めら
れた。また、 SL合計はサ
ーピス本数 5 本を除いた
10~20本に有意差 (p<O.
05~0.0l) が認められた。
2 、試合成績とサーピス
力との関係
表 3 はサーピス本数 5 、
10 、 15およぴ20本のそれ
ぞれの時点でのサーピス
の成功数と試合成績を反
映しているコート番号と
の関係の柑関係数を示し
ている。
S サーピス、 L サーピ
スおよぴSL合計別にみる
と、 S サーピスでは 5 本
を除いた、 10~20本の全
てに有意 (p<0.05) な負の
相関関係が認められ、 10
本で最も相関係数が大き
く、それ以上ではサーピ
ス本数が多くなるほど相
関係数が小さくなった。
L サーピスおよぴSL合計
コート番号例数
1 5 ??
??
6 
辱ート
最小ー最大
F 値
有意水準
??
?
?
?
31 
5 本
2.8士 1.6
2.8士 1.5
2.3士 1.5
1.7土 1.2
1.8土 1.0
1.8土 0.5
2.2士 1.3
0-5 
0.765 
ns 
4.6士 1.9
2-9 
1.594 
ns 
7.3士2.4
4-14 
1.649 
ns 
9.3士2.2
8.0士2.4
9.0士3.3
9.7土2.8
4-17 
1.943 
ns 
表 2-b コート別にみたロングサービスの成功数（平均土標準偏差）
サービス本数
10本 15本 20本
6.4士 1.3 10.8士 1.6 14.6土 1.1
5.8土 0.5 9.5土 1.0
5.3士 1.9 8.7土2.6
コート番号例数
1 5 ?? ?
6 
2 4 
3 6 
4 6 
5 6 
6 4 
全コート 31 
5 本
3.6士 1.1
1.8士 0.5
1.8士 1.3
4 6 2.7土 1.0 5.7士 1.4 8.8士2.0
5 6 2.3士0.8 4.7土 1.4 7.0土2.8
6 4 0.8士0.5 2.8士2.6 4.3士3.3
全コート 31 2.2士 1.2 52土 1.8 8.3土2.9
最小ー最大 0-5 0-8 1-13 
F 値 4.384 2.743 4.153 
有意水準 p<0.01 p<0.05 p<0.01 
表 2-c コート別にみたサービスの成功数（平均士標準偏差）
サービス本数
コート番号例数 5 本 10本 15本 20本
1 5 6.4土2.4 12.0士 2.4 19.0士 2.3 24.8土 2.6
26.3士 5.1
21.8士3.2
20.2土4.0
17.2土5.9
15.3土7.8
20.8土5.7
最小ー最大 ー 1-9 3- • 
F 値 1.993 2.6 
有意水準 ns p<0.05 p<0.01 p<0.05 
コート番号は 1 コートで試合成績が最も良く、順に悪くなる。
F 値および有意水準は 6 コート問の分散分析の結果である。
4.5士 1.9 12.0土3.2 19.3 土5.0
4.2士2.2 10.0士3.0 15.8士3.6
4.3土 1.8 10.0士 1.7 15.8士2.6
4.2土 1.5 8.0士2.2 13.0士3.3
2.5土 1.0 6.8士4.1 10.5士 5.2
4.4土 2.0 9.8士3.1 15.5士 4.4
5 5-24 
39 3.866 
13.3士 1.9
12.3士2.4
10.8土2.9
9.2士4.2
6.3士4.6
11.1 士3.8
1-16 
4.329 
p<0.01 
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サーピス本数 5 ~20本の全てで L サ
ーピスに大きな相関係数が示された。
L サーピスと SL合計の相関係数を比
較すると、サービス本数 5~10本で
はSL合計がやや大きく、 15本では同
程度、 20本では L サービスに大きな
相関係数が示された。全体の中では
Lサービスの20本に最も大きな相関
係数が示された。
図 2 は S サービス、 Lサーピスお
よびSL合計について、サービス本数
別にコート番号とサービス成功数と
の関係の相関係数をプロットし、その 2 次回帰曲線
を求めて示したものである。特に、 Lサービスの相
関係数が最も大きくなるサービス本数は25~30本に
あると予測される。
表 3 サービス本数別にみたコート番号（試合成績）と
サービスの成功数との関係の相関係数 (n=31)
サービス本数 S サービス L サービス S+L 
5本ー0.328 ns -0.420 • -0.460 •• 
10本ー0.425 * -0.515 * -0.566... 
15本ー0.407 * -0.626... -0.633... 
20本—0.354 * -0.667... -0.621... 
*:p<0.05, **:p<0.01, ***:p<0.001 
コート番号は 1 コートで試合成績が晟も良く、順に悪くなる。
S サービス：ショートサーピス
L サーピス：ロングサーピス
S+L: ショートサーピス＋ロングサーピス
「考察」
バドミントン実技授業におけるスキルテストは、現
行の多人数を扱う授業を考えると、できる限り簡単
で、経済的なものがよい。そこで著者は手軽にでき
るサービスを利用したスキルテストの開発のため
に、一連の検討を行ってきた J-3)。これまではサー
ビス本数を IO本で検討してきたが、サービス本数を
さらに増やすことによって、そのサービスの成功数
から試合成績をより明確に評価できる可能性のある
ことが示唆された3)。そこで、本報ではサーピス本
数を20本に増やして検討を行った。
そこで、本報のサービス IO本の時点までの成功数
について、いわゆる平均値（最小ー最大）を前報の
結果3) と比較すると、 S サーピスでは前報が6.0(2-
IO)本であるのに対して本報が4.8(2-9) 本、 L サー
ピスでは前報が5.I (0-10)本であるのに対して本報
が5.2(0-8)本、 SL合計では前報が II. I (4-19) 本で
あるのに対して本報が 10.0(3-15)本と、本報が前報
より小さい値が多くみられる。このことは前報では
対象者に中学校や高校においてバドミントン部の経
験者が含まれていたが、本報の対象者には全く含ま
れていないことによるものと考えられる。
本報では S サーピスと Lサーピスをそれぞれ20本
.゜ 
口
ショートサービス y = 0.002x 2 -0.039x -0.176 
ロングサーピス y=O.OOlx 2-0.031x-0.276 
ショート＋ロング y = 0.001 X Z -0.040X -0.285 
-0.8 
????
?
——— 
相関係数
-0.4 
-0.3 
0 5 10 15 20 25 30 35 40 
サービス本数（本）
図 2 サーピス本数別にみたコート番号（試合
成績）とサーピス成功数との関係の相関係数
連続で打たせて、 5 、 10 、 15および20本の時点での
サービスの成功数と試合成績との関係にについて検
討を行った。その結果は、いずれの時点でも S サー
ピスに対する試合成績の反映度は低く、 Lサーピス
で高かった。 L サーピスに試合成績の反映度が高い
という本結果は、サービス本数 10本で検討してきた
これまでの結果と同様である 2,3) 。
L サーピスのサーピス成功数と試合成績を反映し
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ているコート番号との相関係数をみると、サービス
本数が多くなるほど大きくなった。このことは今回
のサーピス本数20本の範囲では最大の20本に試合成
績が最もよく反映していることを示唆している一
方、 L サーピス本数を 20本より、さらに増やすこと
によって試合成績の反映度がより高く評価できる可
能性のあることを暗示している。
S サーピスと L サーピスの成功数を合計した SL合
計についてみると、サーピス 5 本～ 15本ではサーピ
ス本数が多くなるほど大きな相関係数がみられたが
20本ではやや小さくなった。いわゆる SL合計に対す
る試合成績の反映度はサーピス本数が多いほど良い
というものではない。これは L サービスではサーピ
ス本数が多いほど試合成績の反映度が高くみられる
が、 S サーピスでは反対に小さくなる傾向がみられ、
L サーピスの効果を S サーピスによって相殺された
ことによるものと考えられる。
本報の検討結果からみると、サービス本数20本の
範囲では、最も試合成績の反映度が高かったのは、
L サーピスの20本である。しかし、前述したように
L サーピスではサーピス本数をさらに増やすことに
よって試合成績の反映度がより高く評価できる可能
性がある。そこで、サービス本数別にコート番号と
サーピスの成功数との関係の相関係数をプロット
し、それより 2 次回帰曲線を求めて、 L サーピスの
相関係数が最も大きくなるサービス本数を予測する
と 25~30本程度にあった。したがって、 L サーピス
の成功数に最も試合成績の反映度が高くなるサーピ
ス本数は25~30本程度にあると予測されれるので、
L サーピス本数を 20本よりさらに増やしての実証的
検討が必要と思われる。
「結論」
本研究の目的は一般大学生のバドミントン授業に
おける試合成績とサービスカとの関係をサーピス本
数の面から検討することである。対象は授業を全出
席した大学 1 年生31名である。試合成績はシングル
スゲームのリーグ戦を 6 箇所の各コートで毎授業行
い、 1 コートに強者が 6 コートに弱者が集まるよう
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に昇降格させて、最終リーグ戦後のコート番号で評
価した。サーピスカはショートサーピスおよびロン
グサーピスを各20本打たせて、その際のサーピス 5 、
10 、 15および20本の時点での、それぞれのサーピス
の成功数で評価した。その結果は次の通りである。
1 、サーピス本数 5 、 10 、 15およぴ20本別にその
成功数のコート間の分散分析の結果は、ショートサ
ーピスでは全てに有意差が認められなかったのに対
して、ロングサーピスでは全てに有意差 (p<0.05~0.
01) が認められた。したがって、ショートサーピス
よりロングサーピスに試合成績の反映度が高い。
2 、コート番号とサーピスの成功数との関係の相関
係数は、ロングサーピスの20本で最も大きかった。
したがって、サーピス 20本の範囲では、試合成績の
反映度はロングサービス 20本が最も高い。
3 、サーピス本数別にコート番号とロングサーピス
の成功数との関係の相関係数をプロットし、その 2
次回帰曲線から L サーピスのその相関係数はサーピ
ス本数25~30本で最も大きくなると考えられた。し
たがって、ロングサーピスの成功数に最も試合成績
の反映度が高くなるサーピス本数は25~30本程度に
あると予測されれる。
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